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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学 
キーワード：教材情報システム，学習環境，自然言語処理 
 
１．研究計画の概要 
 本研究では，「知る・理解する・試す」と
いう学習サイクルのうち，「理解する」課程
を支援することを目的として，インターネッ
ト単語帳システムの開発に取組む．開発しよ
うとするシステムは，World Wide Web 
(WWW)から知識を逐次的に獲得し，ことば
の意味や特徴，使われ方などを提示すること
で利用者の語彙把握課程を支援する．具体的
には，以下の項目達成を目指す． 
（１）WWW 上の知識遷移に追従し，ことば
を素描する知識断片（descriptor）を獲得す
る機構の構築 
（２）獲得した descriptor 集合を洗練する機
構の構築 
（３）descriptor を上位概念，属性値，例示，
比喩などに分類する機構の構築 
（４）ユーザの意図や興味に応じて複数の結
果提示を可能とする可視化機構の構築 
  
２．研究の進捗状況 
（１）29個のクエリ（名詞）を用いてWWWから

descriptorを半自動で収集し，得られたデータ

を分析した．descriptorの尤 度 を5種 類 の統

計 量 （頻 度 ，頻 度 と局 所 性 ，独 立 性 ，正 規

性 ，相 互 情 報 量 ）で表 現 し，それらの分布と

傾向，タイプや多義性との関連を調べた．その

結果，descriptor集合の全体的な表現能力，

集合規模と表現能力の関係が把握できた． 

（２）被験者90名を用いて心理学実験を実

施 した．6個 の刺 激 語 に対 するdescriptorを

収集した．6カテゴリ（上位語・主体-特徴・本

体-部分・組織-構成要素・比喩・連想）に対

する適合度を評価したところ，比喩や上位語

に関して被験者間で高い一致性が認められ

た他 ，刺 激 語 の抽 象 度 とdescriptor集 合 の

ばらつきや規模に関する知見が得られた．  

（３）実装システム（Murasaki）を構築し，

これを用いて評価実験を実施した．実験の

結 果 ， 新 語 や 注 目 語 に 対 す る 即 応 性

（ Wikipediaに近い性能が得られた）とラ

ンキング性能（上位3位以内には妥当な結果

を提示できることがわかった）について十

分有効な性能を発揮できることを確認した． 

（４）４種の統語パターンを利用してWWW

から適合フィードバックを行い，descriptorを3

つのカテゴリに分類する機構を構築した．実

験により約60%の分類精度が確認された．さ

らに，システムログからクラスへの帰属率

と支配率を計算し分類結果を精緻化する手

法も提案した． 

（５）獲得したdescriptorに対して比喩的

関係を利用したフィードバックに基づく洗

練モジュールを実装した．さらに，常識判

断処理・感情情報処理を組合せた精緻化を

検討した．  

（６）獲得したdescriptor集合のランキン

グ結果のグラフ提示や分類結果，該当文書

の提示インタフェイスを実装した．また，

提案手法と感情表現処理を組み合わせ，掲

示板上の不適切表現の判別に応用した． 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している． 
（理由） 
 計画以上に進展している項目とやや遅れ
ている項目があるが，総合的には順調と判断
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できる．以下，項目毎に詳細を述べる． 
（１）WWW における descriptor の調査，人
間判断による descriptor の調査については，
当初計画通りのデータ収集およびそれらの
分析を終了した． 
（２）descriptor 獲得機構は計画通りの性能
を達成している．抽出適合率およびランキン
グ性能についてはほぼ計画（再現率 80%）通
りの性能を達成しており，新語や注目語に対
する即応性については既存辞書の性能を大
きく上回り，ヒット率に関しては Wikipedia
に近い性能が得られた．この結果は，計画以
上の性能を達成しているといえる． 
（３）分類機能は 60%程度の適合率が得られ
ているが，現時点では計画していた性能（適
合率 80%）を下回っている． 
（４）洗練機構については，フィードバック
モデルの実装と基本性能は確保できている
が，精緻化のための常識判断処理・感情情報
処理の導入については技術的課題の存在が
明らかになり現時点では未達である． 
（５）獲得結果および分類結果のグラフによ
る可視化インタフェイスに加え，分類結果，
文書提示など幾つかの提示インタフェイス
の実装も終え，当初計画以上に進展したとい
える． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後は以下の項目に注力して研究を推進
する予定である．以下に項目毎に方策の詳細
を述べる． 
 
（１）現状に加え，目的や意図に応じて柔軟
に対応できるインタフェイス機能（下記）を
実装する． 
 ① 提示された descriptor を介して関連
する説明文を参照できるインタフェイス 
 ② 得られた descriptor を構造化して視
覚化提示するインタフェイス 
（２）分類機構をより精緻化するために，他
の手法を複数組み合わせた新たなアプロー
チを検討する．また，より詳細な分類を可能
とするため，分類機構を拡張する予定である． 
（３）常識判断処理・感情情報処理を応用し
た洗練機構の実装と精緻化をすすめる予定
である． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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